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(57)【要約】
【課題】肌処理ヘッドを接触させた肌面の中央部とその
周囲部とに、少ない手間で同時に異なる温度の熱刺激を
与えることができる美容機器を提供する。目元ケア用の
美容機器として構成する場合には、眼球とまぶたの周辺
の肌面に、それぞれ異なる温度の熱刺激を与えて目元部
分に美容効果を発揮することができる目元ケア用の美容
機器を提供する。
【解決手段】肌処理ヘッド２に、温熱生成手段１３およ
び冷熱生成手段１４と、温熱生成手段１３または冷熱生
成手段１４で生成された熱を肌面に伝導する第１熱供給
体３０と、冷熱生成手段１４または温熱生成手段１３で
生成された熱を肌面に伝導する第２熱供給体２０とを設
ける。第１熱供給体３０の周囲を囲む状態で第２熱供給
体２０を配置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌処理ヘッド（２）に、温熱生成手段（１３）および冷熱生成手段（１４）と、温熱生
成手段（１３）または冷熱生成手段（１４）で生成された熱を肌面に伝導する第１熱供給
体（３０）と、冷熱生成手段（１４）または温熱生成手段（１３）で生成された熱を肌面
に伝導する第２熱供給体（２０）とが設けられており、
　第２熱供給体（２０）が、第１熱供給体（３０）の周囲を囲む状態で配置してあること
を特徴とする美容機器。
【請求項２】
　第２熱供給体（２０）が、肌面との接触部分の側へ向かって開口するカップ形状に形成
してある請求項１に記載の美容機器。
【請求項３】
　第２熱供給体（２０）が、ベース壁（２１）と、ベース壁（２１）に連続して形成され
る湾曲壁（２２）とを備えており、
　湾曲壁（２２）が、カップ開口縁へ向かって徐々に拡開するラッパ状に形成してある請
求項２に記載の美容機器。
【請求項４】
　第１熱供給体（３０）に肌面と接触する第１伝熱面（３４）が設けられており、
　第１伝熱面（３４）が、第２熱供給体（２０）のカップ開口縁の第２伝熱面（２３）よ
りカップ内奥側へ凹んだ位置に配置してある請求項２または３に記載の美容機器。
【請求項５】
　温熱生成手段（１３）または冷熱生成手段（１４）と第１熱供給体（３０）とが、第１
伝熱体（３７）を介して熱移動可能に接続されており、
　冷熱生成手段（１４）または温熱生成手段（１３）と第２熱供給体（２０）とが、第２
伝熱体（２４）を介して熱移動可能に接続されており、
　第１伝熱体（３７）と第２伝熱体（２４）との間に、両伝熱体（３７・２４）の間の熱
移動を阻止するスペーサー（４６）が配置してある請求項１から４のいずれかひとつに記
載の美容機器。
【請求項６】
　第２熱供給体（２０）のベース壁（２１）に形成した連通開口（２７）に断熱筒壁（４
７）が配置されており、
　第１伝熱体（３７）が前記断熱筒壁（４７）の内部空間を介して第１熱供給体（３０）
に接続してある請求項５に記載の美容機器。
【請求項７】
　前記断熱筒壁（４７）が前記スペーサー（４６）と一体に形成してある請求項６に記載
の美容機器。
【請求項８】
　第１伝熱体（３７）と前記断熱筒壁（４７）との間に、断熱空間（Ｓ）が形成してある
請求項６から７のいずれかひとつに記載の美容機器。
【請求項９】
　第２熱供給体（２０）の外面に配置したスペーサー（４６）が、第２締結体（４４）で
第２熱供給体（２０）に締結固定されており、
　第１伝熱体（３７）が、前記断熱筒壁（４７）に挿通される伝熱軸部（３８）と、温熱
生成手段（１３）または冷熱生成手段（１４）に接触する第１受熱部（３９）とを一体に
備えており、
　第１伝熱体（３７）は、その第１受熱部（３９）が位置決めされた状態でスペーサー（
４６）に接合されて、伝熱軸部（３８）が前記断熱筒壁（４７）を前後に貫通しており、
　伝熱軸部（３８）にねじ込んだ第１締結体（４３）で、第１熱供給体（３０）と第１伝
熱体（３７）とを締結固定した状態において、伝熱軸部（３８）と前記断熱筒壁（４７）
との間に筒状の断熱空間（Ｓ）が形成してある請求項８に記載の美容機器。



(3) JP 2014-217618 A 2014.11.20

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　温熱生成手段（１３）および冷熱生成手段（１４）が１個の熱電変換素子（１５）で構
成されており、
　第１熱供給体（３０）は、熱電変換素子（１５）の温熱面（１６）と冷熱面（１７）と
のいずれか一方と第１伝熱体（３７）を介して接続されており、
　第２熱供給体（２０）は、熱電変換素子（１５）の冷熱面（１７）と温熱面（１６）と
のいずれか一方と第２伝熱体（２４）を介して接続されており、
　第１熱供給体（３０）が、環状に形成した第２熱供給体（２０）の内部に配置してある
請求項５から９のいずれかひとつに記載の美容機器。
【請求項１１】
　肌処理ヘッド（２）に、まぶたを介して眼球に熱刺激を付与する第１熱供給体（３０）
と、まぶたの周辺の肌面に熱刺激を付与する第２熱供給体（２０）とが設けられており、
　まぶたおよびまぶたの周辺の肌面に熱刺激を与える目元ケア用の美容機器として構成し
てある請求請１から１０のいずれかひとつに記載の美容機器。
【請求項１２】
　第１熱供給体（３０）の第１伝熱面（３４）がまぶた形状に対応して横長楕円状に形成
されており、
　第２熱供給体（２０）の第２伝熱面（２３）が第１伝熱面（３４）の周囲を囲む横長の
楕円リング状に形成されており、
　第２伝熱面（２３）の長軸方向の中心位置（Ｃ２）が、第１伝熱面（３４）の長軸方向
の中心位置（Ｃ１）に対して、鼻梁から離れる側に偏寄させてある請求項１１に記載の美
容機器。
【請求項１３】
　まぶたと接触する第１熱供給体（３０）の第１伝熱面（３４）が、第１伝熱面（３４）
の長軸方向の中心位置が前側に向かって凹む凹曲面状に形成してある請求項１１または１
２に記載の美容機器。
【請求項１４】
　熱電変換素子（１５）の作動状態を制御する制御手段（６）を備えており、
　熱電変換素子（１５）に供給される駆動電流の極性を、制御手段（６）で所定時間ごと
に反転して、第１熱供給体（３０）および第２熱供給体（２０）による熱刺激態様を、温
熱刺激態様と冷熱刺激態様とに交互に切換えるように構成してある請求項１０から１３の
いずれかひとつに記載の美容機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、肌面に対して異なる温度の熱刺激を付与できる肌処理ヘッドを備えた美容機
器に関する。美容機器は例えば目元ケア用の美容機器として使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　肌面に冷熱刺激または温熱刺激を与える美容機器は、例えば特許文献１の冷温美顔器に
開示されている。そこでは、本体部の一側面に、ペルチェ素子で冷却される冷熱部と、ヒ
ーターで加熱される温熱部とが左右に隣接する状態で設けてある。冷熱部および温熱部の
各面は、互いの面が所定の角度で交わるように配設されている。使用時には、冷熱部と温
熱部とを肌面に交互に接触させて、冷熱刺激と温熱刺激を肌面に与える。
【０００３】
　目元に冷熱刺激を与える美容機器は、例えば特許文献２の人体冷却器に開示されている
。そこでは、左右一対の熱伝導手段が、ケース本体のインナーケースの外部に露出するよ
うに配設されており、熱伝導手段には、それぞれペルチェ素子が面接触状に配置されてい
る。ケース本体には、頭部を抱持するバンドが着脱可能に設けられている。ペルチェ素子
で発生した温熱は、放熱板に伝導し、ケース本体内に設けた冷却ファンにより、アウター
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ケースに形成した開口部からケース本体の外部に排出される。使用時には、熱伝導手段が
まぶたの肌面に密着するようにバンドでケース本体を頭部に装着して、ペルチェ素子を駆
動することにより、冷熱刺激をまぶたの肌面に与える。
【０００４】
　また、目元に温熱刺激を与える美容機器は、例えば特許文献３の目元ケア装置に開示さ
れている。そこでは、目の周りを覆う一対の凹所を備えたゴーグル状のハウジングと、凹
所の内奥に配置される水保持部と、ハウジングに埋設されて水保持部を加熱する加熱部な
どで美容機器を構成している。ハウジングの下縁寄りの左右には、下まぶたの周辺を加熱
する第２の加熱部が設けてある。使用時には、スポンジ状の水保持部に水を含浸させ、バ
ンドを後頭部に掛けてハウジングを顔面に密着させ、目元の周囲を凹所で覆う。この状態
で、加熱部のヒーターに通電し、ヒーターの熱で水保持部の水を気化させ、凹所に充満す
る水蒸気で温熱刺激を目の周囲の皮膚や筋肉に与える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭６３－２５７５５６号公報（第３頁左上欄、図７）
【特許文献２】特開平１１－１２８２６１号公報（段落番号００１８、００２１、００２
３、図２、図６）
【特許文献３】特開２０１１－０４５３９４号公報（段落番号００３１～００３３、図２
）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の美容機器では、冷熱部および温熱部の各面が、本体の一側面に隣接させて
あるので、本体の傾きを変更するだけで、肌面にそれぞれの面を交互に接触させて、冷熱
と温熱の刺激を交互に与えることができる。また、肌面に冷熱部および温熱部の両面を同
時に接触させた状態で、各面が隣接する方向に本体を移動させることにより、各面の移動
方向の肌面に対して、順次冷熱と温熱を連続して交互に与えることができる。しかし、本
体を垂直に移動させた場合には、各面の移動方向の肌面に対して、いずれか一方の刺激の
みを連続して与えるだけである。また、円を描くように本体部を移動させた場合には、冷
熱と温熱とが与えられる部分と、冷熱と温熱とのいずれか一方のみが与えられる部分とが
発生し、肌面に対して均一に両熱刺激を与えることができない。
【０００７】
　特許文献２および３の美容機器では、目元部分の肌面に冷熱あるいは温熱のいずれか一
方の刺激しか与えることができない点に改良の余地がある。
【０００８】
　本発明の目的は、肌処理ヘッドを接触させた肌面の中央部とその周囲部とに、少ない手
間で同時に異なる温度の熱刺激を与えることができる美容機器を提供することにある。
　本発明の目的は、広範囲の肌面に対して熱刺激を与える場合でも、肌処理ヘッドの姿勢
を変更することなく、肌面に対して簡便に異なる温度の熱刺激を交互に与えることができ
る美容機器を提供することにある。
　本発明の目的は、眼球とまぶたの周辺の肌面に、それぞれ異なる温度の熱刺激を与えて
目元部分に美容効果を発揮することができる目元ケア用の美容機器を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る美容機器は、肌処理ヘッド２に、温熱生成手段１３および冷熱生成手段１
４と、温熱生成手段１３または冷熱生成手段１４で生成された熱を肌面に伝導する第１熱
供給体３０と、冷熱生成手段１４または温熱生成手段１３で生成された熱を肌面に伝導す
る第２熱供給体２０とが設けられている。第２熱供給体２０が、第１熱供給体３０の周囲
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を囲む状態で配置してあることを特徴とする。なお、本発明における温熱生成手段１３お
よび冷熱生成手段１４における「温熱」および「冷熱」とは、人の感覚を基準にした温熱
あるいは冷熱ではなく、異なる温度のうち温度が高い側を温熱とし、温度が低い側を冷熱
とする相対的な概念である。
【００１０】
　第２熱供給体２０を、肌面との接触部分の側へ向かって開口するカップ形状に形成する
。
【００１１】
　第２熱供給体２０は、ベース壁２１と、ベース壁２１に連続して形成される湾曲壁２２
とを備えている。湾曲壁２２を、カップ開口縁へ向かって徐々に拡開するラッパ状に形成
する。
【００１２】
　第１熱供給体３０に肌面と接触する第１伝熱面３４を設ける。第１伝熱面３４を、第２
熱供給体２０のカップ開口縁の第２伝熱面２３よりカップ内奥側へ凹んだ位置に配置する
。
【００１３】
　温熱生成手段１３または冷熱生成手段１４と第１熱供給体３０とを、第１伝熱体３７を
介して熱移動可能に接続する。冷熱生成手段１４または温熱生成手段１３と第２熱供給体
２０とを、第２伝熱体２４を介して熱移動可能に接続する。第１伝熱体３７と第２伝熱体
２４との間に、両伝熱体３７・２４の間の熱移動を阻止するスペーサー４６を配置する。
【００１４】
　第２熱供給体２０のベース壁２１に形成した連通開口２７に断熱筒壁４７を配置する。
第１伝熱体３７を前記断熱筒壁４７の内部空間を介して第１熱供給体３０に接続する。
【００１５】
　断熱筒壁４７をスペーサー４６と一体に形成する。
【００１６】
　第１伝熱体３７と前記断熱筒壁４７との間に、断熱空間Ｓを形成する。
【００１７】
　第２熱供給体２０の外面に配置したスペーサー４６を、第２締結体４４で第２熱供給体
２０に締結固定する。第１伝熱体３７は、断熱筒壁４７に挿通される伝熱軸部３８と、温
熱生成手段１３または冷熱生成手段１４に接触する第１受熱部３９とを一体に備えている
。第１伝熱体３７は、その第１受熱部３９が位置決めされた状態でスペーサー４６に接合
されて、伝熱軸部３８が断熱筒壁４７を前後に貫通している。伝熱軸部３８にねじ込んだ
第１締結体４３で、第１熱供給体３０と第１伝熱体３７とを締結固定した状態において、
伝熱軸部３８と前記断熱筒壁４７との間に筒状の断熱空間Ｓを形成する。
【００１８】
　温熱生成手段１３および冷熱生成手段１４を１個の熱電変換素子１５で構成する。第１
熱供給体３０は、熱電変換素子１５の温熱面１６と冷熱面１７とのいずれか一方と第１伝
熱体３７を介して接続する。第２熱供給体２０は、熱電変換素子１５の冷熱面１７と温熱
面１６とのいずれか一方と第２伝熱体２４を介して接続する。第１伝熱面３４を、環状に
形成した第２伝熱面２３の内部に配置する。
【００１９】
　肌処理ヘッド２に、まぶたを介して眼球に熱刺激を付与する第１熱供給体３０と、まぶ
たの周辺の肌面に熱刺激を付与する第２熱供給体２０とを設け、まぶたおよびまぶたの周
辺の肌面に熱刺激を与える目元ケア用の美容機器として構成する。
【００２０】
　第１熱供給体３０の第１伝熱面３４をまぶた形状に対応して横長楕円状に形成する。第
２熱供給体２０の第２伝熱面２３を第１伝熱面３４の周囲を囲む横長の楕円リング状に形
成する。第２伝熱面２３の長軸方向の中心位置を、第１伝熱面３４の長軸方向の中心位置
に対して、鼻梁から離れる側に偏寄させる。
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【００２１】
　まぶたと接触する第１熱供給体３０の第１伝熱面３４を、第１伝熱面３４の長軸方向の
中心位置が前側に向かって凹む凹曲面状に形成する。
【００２２】
　熱電変換素子１５の作動状態を制御する制御手段６を備える。熱電変換素子１５に供給
される駆動電流の極性を、制御手段６で所定時間ごとに反転して、第１熱供給体３０およ
び第２熱供給体２０による熱刺激態様を、温熱刺激態様と冷熱刺激態様とに交互に切換え
るように構成する。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明においては、肌処理ヘッド２に、温熱生成手段１３および冷熱生成手段１４と、
それぞれの熱生成手段１３・１４で生成された熱を肌面に伝導する、第１熱供給体３０と
、第２熱供給体２０とを設け、第１熱供給体３０の周囲を囲むように第２熱供給体２０を
配置した。これによれば、第１熱供給体３０と、その周囲を囲む第２熱供給体２０とを肌
面に接触させて熱を伝導することができ、少ない手間で広範囲の肌面に同時に異なる温度
の熱刺激を与えることができる。また、肌面に接触させた状態で、両熱供給体２０・３０
を任意の方向へスライド移動させることにより、順次冷熱刺激と温熱刺激を連続して交互
に与えることができ、広範囲の肌面に対して異なる温度の熱刺激を簡便に与えることがで
きる。さらに、１方向に連続して肌処理ヘッド２をスライド移動させる場合には、肌処理
ヘッド２が移動する方向の肌面に、第２熱供給体２０、第１熱供給体３０、第２熱供給体
２０を、交互に接触させて熱刺激を与えることができる利点もある。
【００２４】
　肌面との接触部分の側へ向かって開口するカップ形状に第２熱供給体２０を形成すると
、第１熱供給体３０と第２熱供給体２０を３次元空間を介して隣接させて、両熱供給体２
０・３０が互いに熱干渉しあうのを防止できる。また、冷熱側の熱供給体の温度が周囲温
度よりも充分に低い場合においては、冷熱側の熱供給体の表面に結露による水滴が発生す
るのを防いで、肌面を濡らすことなく快適に美容機器を使用することができる。詳しくは
、冷熱側の熱供給体の温度が周囲温度よりも充分に低いと、周辺空気が冷却されて熱供給
体の表面に結露が生じやすくなる。しかし、肌面とカップ形状の第２熱供給体２０で囲ま
れる密閉空間内の空気は、温熱側の熱供給体で加熱されて、冷熱側の熱供給体で過度に冷
却されることがない。これにより、第１熱供給体３０および第２熱供給体２０のいずれの
熱供給体が冷熱を伝導する場合であっても、冷熱側の熱供給体の密閉空間に臨む表面にお
ける結露の発生を解消できるので、快適に美容機器を使用することができる。
【００２５】
　第２熱供給体２０が備える湾曲壁２２を、カップ開口縁へ向かって徐々に拡開するラッ
パ状に形成すると、第２熱供給体２０の湾曲壁２２の内面を立体的な肌面に沿わせて、湾
曲壁２２と肌面との接触面積を大きくすることができる。従って、第２熱供給体２０を肌
面に強く押し当てた場合でも、押し付け力を分散させて肌面への接触刺激を軽減すること
ができ、快適に美容機器を使用することができる。
【００２６】
　第２熱供給体２０の第２伝熱面２３よりカップ内奥側へ凹んだ位置に、第１熱供給体３
０の第１伝熱面３４を配置すると、肌処理ヘッド２の肌面に対する押し付け具合を加減す
ることで、肌面に付与される熱刺激を異ならせることができる。例えば、肌処理ヘッド２
を肌面に軽く押し付けた場合には、第２伝熱面２３だけを肌面に接触させて、一方の熱刺
激のみを肌面に与えることができる。肌処理ヘッド２をさらに押し付けると、第１伝熱面
３４と第２伝熱面２３の両方を肌面に接触させることができ、異なる熱刺激を肌面に与え
ることができる。従って、肌処理ヘッド２の肌面への押し付け具合の違いによって、冷温
いずれか一方の熱刺激または冷温の両熱刺激を選択して肌面に与えることができる。
【００２７】
　第１伝熱体３７と第２伝熱体２４との間にスペーサー４６を配置すると、両伝熱体３７
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・２４の間の熱移動をスペーサー４６の断熱作用で阻止できる。従って、温熱生成手段１
３で生成した温熱、および冷熱生成手段１４で生成した冷熱を、それぞれ第１伝熱体３７
と第２伝熱体２４を介して、第１熱供給体３０または第２熱供給体２０に効果的に伝導し
て、熱伝導経路における熱の無駄な消費を防止できる。また、熱の無駄な消費を防止する
ことで、両熱供給体３０・２０が所定の温度に達するまでの待機時間を短縮できる利点も
ある。
【００２８】
　ベース壁２１に形成した連通開口２７に配置した断熱筒壁４７の内部空間を介して、第
１伝熱体３７を第１熱供給体３０に接続すると、断熱筒壁４７で、第２熱供給体２０のベ
ース壁２１と、第１伝熱体３７との間の熱移動を阻止できる。従って、第１伝熱体３７か
ら第１熱供給体３０への熱移動、および第２伝熱体２４から第２熱供給体２０への熱移動
を、さらに効果的に行って、熱伝導経路における熱の無駄な消費を確実に防止できる。
【００２９】
　断熱筒壁４７をスペーサー４６と一体に形成すると、断熱筒壁４７を独立した部品とし
て形成する場合に比べて、断熱構造の構成部品点数を少なくできるので、その分だけ肌処
理ヘッド２の製造に要するコストを削減できる。
【００３０】
　第１伝熱体３７と断熱筒壁４７との間に断熱空間Ｓを形成すると、断熱筒壁４７に加え
、断熱空間Ｓ部分の空気で、第２熱供給体２０のベース壁２１と第１伝熱体３７との間の
熱移動をさらに効果的に阻止できる。従って、第１伝熱体３７から第１熱供給体３０への
熱移動、および第２伝熱体２４から第２熱供給体２０への熱移動を、さらに効果的に行っ
て、熱伝導経路における熱の無駄な消費をさらに確実に防止できる。
【００３１】
　スペーサー４６を第２熱供給体２０に締結し、第１熱供給体３０と第１伝熱体３７をス
ペーサー４６に締結固定した状態において、第１伝熱体３７の伝熱軸部３８と前記断熱筒
壁４７との間に筒状の断熱空間Ｓが形成されるようにした。これによれば、スペーサー４
６と第１伝熱体３７とが位置ずれすることなく、伝熱軸部３８と断熱筒壁４７との間に筒
状の断熱空間Ｓを確実に形成して、断熱筒壁４７および断熱空間Ｓでベース壁２１と伝熱
軸部３８との間の熱移動を効果的に阻止することができる。また、第２熱供給体２０と、
断熱筒壁４７を一体に形成したスペーサー４６と、第２熱供給体２０および第１伝熱体３
７とを、第１締結体４３と第２締結体４４とで強固に固定して一体化することができ、肌
処理ヘッド２を１個のユニット部品として構成することができる。
【００３２】
　温熱生成手段１３および冷熱生成手段１４を１個の熱電変換素子１５で構成すると、温
熱生成手段１３と冷熱生成手段１４を個別に設ける場合に比べて、熱生成構造を簡素化し
て肌処理ヘッド２の製造に要するコストを削減できる。また、熱電変換素子１５で生成さ
れる温熱と冷熱の双方を利用して肌面に熱刺激を付与するので、熱電変換素子１５で生成
した温熱と冷熱を無駄なく有効に活用できる。
【００３３】
　まぶたを介して眼球に熱刺激を付与する第１熱供給体３０と、まぶたの周辺の肌面に熱
刺激を付与する第２熱供給体２０とを肌処理ヘッド２に設けて、目元ケア用の美容機器を
構成した。この美容機器によれば、眼球およびまぶたの周辺の肌面に異なる温度の熱刺激
を与えて、美容効果を発揮することができる。
【００３４】
　楕円リング状に形成された第２伝熱面２３の長軸方向の中心位置Ｃ２を、横長楕円状に
形成された第１伝熱面３４の長軸方向の中心位置Ｃ１に対して、鼻梁から離れる側に偏寄
させると、第１伝熱面３４と、第２伝熱面２３とで、眼球およびまぶたの周辺の肌面に的
確に温度が異なる熱刺激を与えることができる。詳しくは、第２伝熱面２３でまぶた全体
を覆った状態において、まぶたおよびまぶたの周辺の肌面に、第１伝熱面３４と第２伝熱
面２３とを確りとフィットさせて、眼球およびまぶたの周辺の肌面に温度が異なる熱刺激
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を的確に与えることができる。これは、まぶたの左右方向の中心位置が、眼球の左右方向
の中心位置より鼻梁から離れる側に偏寄していることに対応して、第１伝熱面３４の中心
位置Ｃ１と、第２伝熱面２３の中心位置Ｃ２を適合した対応位置に設定するからである。
【００３５】
　長軸方向の中心位置が前側に向かって凹む凹曲面状に第１伝熱面３４を形成すると、ま
ぶたと第１伝熱面３４との接触面積を大きくすることができ、より多くの熱刺激をまぶた
を介して眼球に与えることができる。また、第１伝熱面３４をまぶたにあてがった状態に
おいて、眼球に作用する圧迫力を分散させることができる。
【００３６】
　制御手段６で熱電変換素子１５に供給される駆動電流の極性を所定時間ごとに反転して
、第１熱供給体３０および第２熱供給体２０による熱刺激態様を、温熱刺激態様と冷熱刺
激態様とに交互に切換えるように構成した。これによれば、第１伝熱面３４と第２伝熱面
２３とに接触する肌面に冷熱刺激と温熱刺激を交互に与えて、美容効果を発揮することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第１実施例に係る美容機器の肌処理ヘッドの横断平面図である。
【図２】本発明の第１実施例に係る美容機器の使用状態を示す正面図である。
【図３】本発明の第１実施例に係る美容機器の全体を示す平面図である。
【図４】肌処理ヘッドの分解斜視図である。
【図５】肌処理ヘッドの要部拡大断面図である。
【図６】図１におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図７】肌処理ヘッドの背面図である。
【図８】美容機器の回路構成を示す模式図である。
【図９】本発明の第２実施例に係る美容機器の概略平面図である。
【図１０】本発明の第３実施例に係る肌処理ヘッドの横断平面図である。
【図１１】肌処理ヘッドの分解斜視図である。
【図１２】本発明の第４実施例に係る肌処理ヘッドの横断平面図である。
【図１３】肌処理ヘッドの分解斜視図である。
【図１４】本発明の第５実施例に係る美容機器の肌処理ヘッドの横断平面図である。
【図１５】本発明の第５実施例に係る美容機器の使用状態を示す正面図である。
【図１６】アジャスト枠を装着した肌処理ヘッドの横断平面図である。
【図１７】本発明の第６実施例に係る美容機器の肌処理ヘッドの横断平面図である。
【図１８】美容機器の使用状態を示す正面図である。
【図１９】美容機器の全体を示す概略横断平面図である。
【図２０】肌処理ヘッドの概略正面図である。
【図２１】本発明の第７実施例に係る美容機器の全体を示す概略横断平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
（第１実施例）　図１から図８に、本発明に係る美容機器を目元ケア用の美容機器に適用
した第１実施例を示す。なお、本発明における前後、左右、上下とは、図中に示す交差矢
印と、各矢印の近傍に表記した前後、左右、上下の表示に従う。図２において美容機器は
、ゴーグル状に形成される本体部１と、本体部１に固定される左右一対の目元ヘッド（肌
処理ヘッド）２・２と、本体部１を頭部に固定する固定バンド３と、本体部１とは別体に
構成されて各目元ヘッド２に駆動電流を供給し制御するコントローラ４などで構成する。
コントローラ４は、電源となる電池５と、目元ヘッド２に供給される駆動電流を生成し制
御する制御基板（制御手段）６と、制御基板６の動作を切換えるスイッチ７などを備えて
いる。
【００３９】
　図２および図３に示すように、本体部１は、左右一対のハウジング１０・１０と、各ハ
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ウジング１０を連結するヒンジ体１１とからなり、一対のハウジング１０・１０には、目
元ヘッド２がそれぞれ固定してある。ヒンジ体１１は３個の回動軸を有する３軸ヒンジか
らなり、一対のハウジング１０・１０の相対距離および相対角度が所定の範囲内で変更可
能に構成してある。これにより、ユーザーの眼球間の距離や目元部分の形状に応じて、各
目元ヘッド２を目元部分の肌面に適正に接触させることができる。本体部１は、各ハウジ
ング１０の外側に連結した左右一対の固定バンド３・３で頭部に装着できるようになって
おり、後頭部側で一方の固定バンド３に縫着した雌側の面ファスナーに、他方の固定バン
ド３に縫着した雄側の面ファスナーを固定して頭部に装着することができる。
【００４０】
　図１に示すように、目元ヘッド２には、温熱生成手段１３および冷熱生成手段１４と、
温熱生成手段１３または冷熱生成手段１４で生成された熱を肌面に伝導するアイプレート
（第１熱供給体）３０と、冷熱生成手段１４または温熱生成手段１３で生成された熱を肌
面に伝導するアイカップ（第２熱供給体）２０とが設けてある。図１、図４および図６に
示すように、アイカップ２０は、肌面との接触部分の側へ向かって開口するカップ状に形
成して、アイプレート３０の周囲を囲む状態で配置してある。温熱生成手段１３および冷
熱生成手段１４は１個の熱電変換素子１５で構成してあり、その温熱を生成する温熱面１
６と、冷熱を生成する冷熱面１７とが、それぞれ温熱生成手段１３および冷熱生成手段１
４として機能する。熱電変換素子１５は、各面１６・１７が前後に指向する状態で配置し
てあり、制御基板６で熱電変換素子１５に順方向の駆動電流を供給したとき、前面側が温
熱面１６に、後面側が冷熱面１７になるように配置してある。このように、温熱生成手段
１３および冷熱生成手段１４を１個の熱電変換素子１５で構成すると、温熱生成手段１３
と冷熱生成手段１４を個別に設ける場合に比べて、熱生成構造を簡素化して肌処理ヘッド
２の製造に要するコストを削減できる。また、熱電変換素子１５で生成される温熱と冷熱
の双方を利用して肌面に熱刺激を付与するので、熱電変換素子１５で生成した温熱と冷熱
を無駄なく有効に活用できる。
【００４１】
　図１および図４に示すように、アイカップ２０は、楕円板状のベース壁２１と、ベース
壁２１に連続して形成される湾曲壁２２とで全体がカップ状に形成してある。湾曲壁２２
は、カップ開口縁へ向かって徐々に拡開するラッパ状に形成してあり、湾曲壁２２のカッ
プ開口縁に第２伝熱面２３が設けてある。図７に示すように、アイカップ２０は、背面視
において横長の楕円状に形成してあり、その第２伝熱面２３は楕円リング状に形成してあ
る。また、第２伝熱面２３は、平面視においてまぶたの周辺の肌面形状に対応して、左右
中央部が前側に向かって凹む凹曲面状に形成してあり、第２伝熱面２３の全体が、まぶた
の周辺の肌面に接触するようになっている。
【００４２】
　上記のように、アイカップ２０の湾曲壁２２をカップ開口縁へ向かって徐々に拡開する
ラッパ状に形成すると、第２熱供給体２０の湾曲壁２２の内面をまぶた周辺の肌面に沿わ
せて、湾曲壁２２と肌面との接触面積を大きくすることができ、接触圧を分散させて接触
による肌面への刺激を軽減でき、快適に美容機器を使用することができる。
【００４３】
　図５および図６に示すように、アイカップ２０のベース壁２１の前面中央部には、熱電
変換素子１５の冷熱面１７と接触して熱を受取る第２伝熱体２４が一体に突出形成してあ
る。第２伝熱体２４の中央には、熱電変換素子１５の外形形状と一致する凹部２５が形成
してあり、凹部２５の底面は、冷熱面１７と接触して冷熱を受取る受熱面２６となってい
る。このように、アイカップ２０は第２伝熱体２４を介して熱電変換素子１５の冷熱面１
７と接続されているので、冷熱面１７から伝導された冷熱で、アイカップ２０の全体を冷
却できる。また、第２伝熱面２３をまぶたの周辺の肌面に接触させることにより、接触す
る肌面に冷熱刺激を与えることができる。冷熱面１７と受熱面２６とは、シリコーンゴム
製の伝熱シートを介して密着させて、熱の伝導効率を向上させている。
【００４４】
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　図１および図６に示すように、ベース壁２１の第２伝熱体２４の左右には、円形の連通
開口２７・２７がそれぞれ開設してあり、第２伝熱体２４の上下には、ねじボス２８・２
８がそれぞれ前方に向かって突設してある。連通開口２７は、後述する断熱筒壁４７を係
合するために形成してあり、ねじボス２８は、後述する断熱ホルダー４６を締結するため
に設けてある。
【００４５】
　図１および図４に示すようにアイプレート３０は、背面視においてまぶたの外郭形状に
対応して横長楕円状に形成した伝熱ベース３１と、伝熱ベース３１の前面左右にそれぞれ
突設される締結ボス３２・３２とを一体に形成してある。各締結ボス３２部には、段付穴
状の締結穴が前後に貫通する状態で形成してあり、この締結穴に締結ビス（第１締結体）
４３が挿通される。伝熱ベース３１の後面は、楕円状の第１伝熱面３４として形成してあ
り、第１伝熱面３４は、眼球の膨らみ形状に対応して凹曲面状に形成してある。これによ
り、まぶたと第１伝熱面３４との接触面積を大きくすることができ、より多くの熱刺激を
まぶたを介して眼球に与えることができる。また、第１伝熱面３４をまぶたにあてがった
状態において、眼球に作用する圧迫力を分散させることができる。図１において、符号３
５は、第１伝熱面３４と接触するまぶたの刺激を緩和するシリコーンゴム製のカバーであ
る。
【００４６】
　図１および図４に示すように、第１伝熱体３７は、連結軸（伝熱軸部）３８と、熱電変
換素子１５の温熱面１６に接触する受熱プレート（第１受熱部）３９とを一体に備えてい
る。受熱プレート３９の四隅は丸めてあり、その後面中央には受熱座４１が突設してある
。また、前面左右には左右一対の連結軸３８が突設してある。受熱座４１は、熱電変換素
子１５の外形形状より僅かに大きな四角形状に形成してあり、受熱座４１の後面は、温熱
面１６と接触して温熱を受取る受熱面４２となっている。温熱面１６と受熱面４２とは、
シリコーンゴム製の伝熱シートを介して密着させて、熱の伝導効率を向上させている。
【００４７】
　図５に示すように、各連結軸３８にはねじ穴が形成してあり、連結軸３８の後端をアイ
プレート３０の締結ボス３２に挿入した状態で、締結ビス４３を締結穴の側からねじ穴に
ねじ込むことにより、アイプレート３０と第１伝熱体３７とを一体化できる。このように
、アイプレート３０は第１伝熱体３７を介して熱電変換素子１５の温熱面１６と接続され
ているので、温熱面１６から伝導された温熱で、アイプレート３０および第１伝熱体３７
の全体を加熱できる。また、第１伝熱面３４をまぶたの肌面に接触させることにより、ま
ぶたを介して眼球に温熱刺激を与えることができる。
【００４８】
　アイカップ２０、アイプレート３０、および第１伝熱体３７は、アルミニウム、真鍮、
銅などの熱伝導率の高い金属材料を素材として形成することができる。本実施例では、ア
ルミニウムを素材としたダイキャスト成形品に切削加工を施して、先の各部材２０・３０
・３７を形成した。熱伝導率の高いアルミニウムを素材としてアイカップ２０、アイプレ
ート３０、および第１伝熱体３７を形成するので、それぞれの全体に素早く熱を伝導して
、より短い時間で所定の温度に冷却および加熱することができる。
【００４９】
　図１、図４および図６に示すように、第１伝熱体３７と第２伝熱体２４との間に、両伝
熱体２４・３７間の熱移動を阻止する断熱ホルダー（スペーサー）４６が配置してある。
断熱ホルダー４６は、左右一対の断熱筒壁４７と、両筒壁４７の間に形成される四角枠状
の断熱枠４８と、断熱枠４８の上下枠部に形成される一対の締結座５１・５１とを一体に
備えた、断熱性に優れたフッ素樹脂を素材とする射出成形品からなる。一対の断熱筒壁４
７は断熱枠４８の左右枠部と一体に形成されており、各断熱筒壁４７には、アイカップ２
０のベース壁２１を受止める半円弧状の受止座５２が形成してある。断熱筒壁４７の内径
寸法は、連結軸３８の外径寸法よりも大きく設定してある。上記のように、断熱ホルダー
４６と断熱筒壁４７とを一体に形成すると、断熱筒壁４７を独立した部品として形成する
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場合に比べて、断熱構造の構成部品点数を少なくできるので、目元ヘッド２の構造を簡素
化し、目元ヘッド２の製造に要するコストを削減できる。各断熱筒壁４７には、ハウジン
グ１０に固定するための筒軸状の固定部５３がそれぞれ設けてある。
【００５０】
　断熱ホルダー４６は、上下の締結座５１・５１をそれぞれ締結ビス（第２締結体）４４
でベース壁２１に形成したねじボス２８・２８に締結固定することにより、アイカップ２
０と一体に固定してある。図６に示すように、断熱ホルダー４６の上下の締結座５１に、
ベース壁２１のねじボス２８をあてがった状態で、締結ビス４４をねじボス２８のねじ穴
にねじ込むことにより、アイカップ２０が断熱ホルダー４６と一体化される。この締結状
態では、各断熱筒壁４７が各連通開口２７と係合しており、また、両受止座５２・５２が
、連通開口２７の周囲のベース壁２１を受止めるので、アイカップ２０と断熱ホルダー４
６とを強固に固定できる。
【００５１】
　第１伝熱体３７は、その受熱プレート３９が断熱ホルダー４６に位置決めされた状態で
接合してある。詳しくは、受熱座４１は、断熱枠４８に嵌め込まれて、その内周面で位置
決めされている。また、受熱プレート３９と断熱枠４８とが密着して、第１伝熱体３７と
断熱ホルダー４６とが位置決めされており、この状態の連結軸３８は断熱筒壁４７を前後
に貫通している。上記の位置決め状態において、締結ビス４３を締結穴を介して連結軸３
８のねじ穴にねじ込むことにより、アイプレート３０および第１伝熱体３７と断熱ホルダ
ー４６とを強固に固定できる。この状態における断熱筒壁４７は、伝熱ベース３１と受熱
プレート３９とで、強固に挟持固定される。このとき、熱電変換素子１５は、その温熱面
１６が第１伝熱体３７の受熱面４２と密着し、冷熱面１７がアイカップ２０の受熱面２６
と密着する状態で、アイカップ２０と第１伝熱体３７とで挟持固定されている。また、連
結軸３８の外周面と断熱筒壁４７の内周面との間には、互いの面が全周囲において接触し
ない状態の断熱空間Ｓが形成されている。
【００５２】
　上記のように、アイカップ２０と、断熱ホルダー４６と、アイプレート３０および第１
伝熱体３７とは、締結ビス４３・４４で強固に固定された状態で一体化してある。この組
立状態において、まぶたに接触する第１伝熱面３４は、まぶたの周辺の肌面に接触する第
２伝熱面２３よりも、カップ内奥側、すなわちベース壁２１に近接する側へ凹んだ位置に
配置してある。このように、第１伝熱面３４を第２伝熱面２３よりも凹んだ位置に配置す
るのは、眼を閉じた状態におけるまぶたが、まぶたの周辺の肌面よりも前側に位置するこ
とに対応したものである。これにより、両伝熱面３４・２３をまぶたとまぶたの周辺の肌
面に確りとフィットさせることができる。また、アイプレート３０の周囲を囲む状態でカ
ップ状のアイカップ２０を配置していると、アイプレート３０とアイカップ２０を３次元
空間を介して隣接させながら、両者２０・３０が互いに熱干渉しあうことを防止できる。
【００５３】
　図７に示すように、楕円リング状に形成された第２伝熱面２３の長軸方向の中心位置Ｃ
２を、横長楕円状に形成された第１伝熱面３４の長軸方向の中心位置Ｃ１に対して、鼻梁
から離れる側に偏寄させて配置してある。これは、まぶたの左右方向の中心位置が、眼球
の左右方向の中心位置より鼻梁から離れる側に偏寄しているので、そのため、先のように
中心位置Ｃ１・Ｃ２をずらしておくことにより、第２伝熱面２３でまぶた全体を覆った状
態において、第１伝熱面３４を眼球およびまぶたに確りとフィットさせることができる。
さらに、第２伝熱面２３を、まぶたとまぶたの周辺の肌面に確りとフィットさせることが
でき、全体として眼球およびまぶたの周辺の肌面に的確に冷温の熱刺激を与えることがで
きる。
【００５４】
　第１伝熱体３７と第２伝熱体２４との間に断熱ホルダー４６を配置すると、両伝熱体３
７・２４の間の熱移動を断熱ホルダー４６の断熱作用で阻止できる。従って、温熱生成手
段１３で生成した温熱、および冷熱生成手段１４で生成した冷熱を、それぞれ第１伝熱体
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３７と第２伝熱体２４を介して、アイプレート３０またはアイカップ２０に効果的に伝導
して、熱伝導経路における熱の無駄な消費を防止できる。また、断熱筒壁４７に加えて、
断熱空間Ｓ部分の空気で、アイカップ２０のベース壁２１と第１伝熱体３７との間の熱移
動をさらに効果的に阻止できる。従って、第１伝熱体３７からアイプレート３０への熱移
動、および第２伝熱体２４からアイカップ２０への熱移動を、さらに効果的に行って、熱
伝導経路における熱の無駄な消費をさらに確実に防止できる。
【００５５】
　ここで、目元ヘッド２の組立て手順を説明する。まず、アイカップ２０の凹部２５に、
熱電変換素子１５の冷熱面１７が伝熱シートを介して受熱面２６と密着するように配置す
る。断熱ホルダー４６をアイカップ２０の前面側から断熱筒壁４７を連通開口２７に挿通
し、２個の締結ビス４４を締結座５１を介してねじボス２８にねじ込み、アイカップ２０
と断熱ホルダー４６を一体に固定する。このとき熱電変換素子１５の接続リード５６は、
第２伝熱体２４と断熱枠４８との隙間に通してある（図６参照）。次に、固定したアイカ
ップ２０と断熱ホルダー４６との前側から連結軸３８を断熱筒壁４７に挿通しながら、断
熱枠４８に受熱座４１を嵌め込んで、第１伝熱体３７を断熱ホルダー４６に位置決めした
状態で組付ける。さらに、アイプレート３０を２個の締結ビス４３を締結穴を介して連結
軸３８のねじ穴にねじ込んで、断熱ホルダー４６と、アイプレート３０および第１伝熱体
３７とを一体に固定して、目元ヘッド２を１個のユニット部品として一体化する。
【００５６】
　図３に示すように、１個のユニット部品とされた目元ヘッド２は、固定ビス５５でハウ
ジング１０に固定してある。ハウジング１０は、前ハウジング１０ａと、左右に分割でき
る後ハウジング１０ｂとで構成してある。目元ヘッド２は、固定部５３を間にして前後か
ら前ハウジング１０ａおよび後ハウジング１０ｂを装着し、前側から固定ビス５５をねじ
込むことによりハウジング１０に固定される。左右の熱電変換素子１５の接続リード５６
は、右側のハウジング１０に設けた入力端子５７（図２参照）に接続してあり、入力端子
５７に給電リード５８の先端のプラグ５９を差し込むことで、コントローラ４から熱電変
換素子１５に駆動電流を供給することができる。熱電変換素子１５は、制御基板６から供
給される駆動電流により温熱と冷熱を生成する。左右のハウジング１０・１０は、基本的
には同一部材であり、入力端子５７の有無で構造の差異がある。また、左右の目元ヘッド
２・２も同一部材である。
【００５７】
　次に、目元ケア用の美容機器の使用方法を説明する。まず、本体部１を固定バンド３で
目元に装着する。詳しくは、左右のアイプレート３０およびアイカップ２０のそれぞれを
、まぶたとまぶたの周辺の肌面に接触するように本体部１を目元にあてがい、左右の固定
バンド３・３を後頭部側で重ねて、面ファスナーで固定する。このとき、左右のハウジン
グ１０・１０は、ヒンジ体１１で連結されているので、装着するユーザーの顔形状に合致
するようにハウジング１０・１０の相対距離と相対角度を調整することができる。
【００５８】
　コントローラ４のスイッチ７を押下すると、制御基板６が熱電変換素子１５に順方向の
駆動電流を供給し、その温熱面１６および冷熱面１７で温熱と冷熱が生成される。温熱面
１６で生成された温熱は、第１伝熱体３７を介してアイプレート３０に伝導され、その第
１伝熱面３４でまぶたを介して眼球に温熱刺激を与える。また、冷熱面１７で生成された
冷熱は、第２伝熱体２４を介してアイカップ２０に伝導され、その第２伝熱面２３でまぶ
たの周辺の肌面に冷熱刺激を与える。これにより、眼球およびまぶたの周辺の肌面に異な
る温度の熱刺激を与えて、美容効果を発揮することができる。制御基板６が供給する駆動
電流は、予め設定された時間が経過し、あるいは再度スイッチ７を押下することで停止し
、これにより熱刺激の付与が終了する。
【００５９】
　本実施形態では、第１伝熱面３４での温熱刺激の温度は、３５℃から４５℃に設定して
ある。温度が３５℃より低いと、体表面とほぼ同温度であるため、加熱による肌面の温熱
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刺激効果が得られないからである。また、温度が４５℃より高いと、肌面に低温やけどを
生じるおそれがあるためである。第２伝熱面２３での冷熱刺激の温度は、１５℃から２０
℃に設定してある。温度が１５℃より低いと、過度の冷却により肌面に痛みを生じるおそ
れがあるからである。また、温度が２０℃より高いと、冷却による肌面の冷熱刺激効果が
得られ難いからである。
【００６０】
　熱電変換素子１５は、制御基板６で逆方向の駆動電流を供給することで、順方向の駆動
電流が供給された場合とは逆の発熱状態にすることができる。詳しくは、熱電変換素子１
５に逆方向の駆動電流を供給すると、熱電変換素子１５の前面側を冷熱を生成する冷熱面
１７として機能させ、後面側を温熱を生成する温熱面１６として機能させることができる
。これにより、第１伝熱面３４で冷熱刺激を与え、第２伝熱面２３で温熱刺激を与えるこ
とができる。また、制御基板６で駆動電流の極性を所定時間ごとに反転して交互に供給す
ることで、アイプレート３０およびアイカップ２０による熱刺激態様を、温熱刺激態様と
冷熱刺激態様とに交互に切換えるようにすることができる。これによれば、目元ヘッド２
を目元部分に装着した状態のままで、眼球およびまぶたの周辺の肌面に冷熱刺激と温熱刺
激を交互に与えて、美容効果を発揮することができる。
【００６１】
　制御基板６による駆動電流の供給形態は、スイッチ７を押下するごとに順方向供給、逆
方向供給、反転供給の３種の形態を順次切換え可能とすることができる。この場合には、
ユーザーの好みに応じた熱刺激付与態様を選択して、眼球およびまぶたの周辺の肌面に熱
刺激を与えることができる。
【００６２】
　上記のように、熱刺激を付与するアイプレート３０と、まぶたの周辺の肌面に熱刺激を
付与するアイカップ２０とを肌処理ヘッド２に設けて、目元用の美容機器を構成した。こ
の美容機器によれば、眼球およびまぶたの周辺の肌面に異なる温度の熱刺激を与えて、美
容効果を発揮することができる。
【００６３】
　目元ヘッド２のアイプレート３０およびアイカップ２０を、まぶたとまぶたの周辺の肌
面に接触させると、カップ形状のアイカップ２０と肌面とにより密閉空間が形成される。
アイカップ２０の温度が周囲温度よりも充分に低い場合には、この密閉空間内の空気が冷
却されて、アイカップ２０の内面に結露による水滴が生じる。しかし、密閉空間内の空気
は、アイプレート３０により加熱されるので、アイカップ２０で過度に冷却されることが
ない。これにより、密閉空間に面したアイカップ２０の内面に結露による水滴が生じるの
を防ぐことができ、肌面が濡れることがなく、快適に美容機器を使用することができる。
【００６４】
（第２実施例）　図９に、本発明に係る美容機器の第２実施例を示す。本実施例では、美
容機器を手持ち式の美容機器として構成した点と、肌処理ヘッド２に設けた第１熱供給体
３０の第１伝熱面３７の形状、および第２熱供給体２０の第２伝熱面２３の形状を変更す
る点とが第１実施例と異なっている。他は第１実施例と同じであるので、同じ部材に同じ
符号を付してその説明を省略する。図９において、本実施例の美容機器は、グリップを兼
ねる左右に長い本体部６３の右端後面に１個の肌処理ヘッド２が固定してある。電源とな
る電池５と、目元ヘッド２に供給される駆動電流を生成し制御する制御基板（制御手段）
６と、制御基板６の動作を切換えるスイッチ７などは、本体部６３の内部に設けてある。
【００６５】
　肌処理ヘッド２には、センターヘッド（第１熱供給体）３０の周囲を囲む状態でラウン
ドヘッド（第２熱供給体２０）が配置してある。ラウンドヘッド２０は、楕円板状のベー
ス壁２１と、ベース壁２１に連続して形成される湾曲壁２２とを備え、全体がカップ状に
形成してある。湾曲壁２２は、カップ開口縁へ向かって徐々に拡開するラッパ状に形成し
てあり、湾曲壁２２のカップ開口縁に第２伝熱面２３が設けてある。ラウンドヘッド２０
は、背面視において横長の楕円状に形成する。また、カップ開口縁は同一平面状に位置さ
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せ、その第２伝熱面２３を楕円リング状に形成する。センターヘッド３０は、背面視にお
いて横長楕円状に形成した伝熱ベース３１の後面を第１伝熱面３４としており、第１伝熱
面３４は左右方向の中央位置が後面に向かって膨らむ凸曲面状に形成してある。第１伝熱
面３４は、肌処理ヘッド２を肌面に接触させたときに、第１伝熱面３４が肌面にフィット
し易く、的確に温熱刺激を与えることができる。第１伝熱面３４は、ラウンドヘッド２０
の第２伝熱面２３よりカップ内奥側へ僅かに凹んだ位置に配置してある。
【００６６】
　上記のように、センターヘッド３０の周囲を囲む状態でラウンドヘッド２０を配置する
と、両ヘッド２０・３０を肌面に接触させた状態において、センターヘッド３０で肌面に
温熱刺激を与え、ラウンドヘッド２０で肌面に冷熱刺激を与えることができる。これによ
り、少ない手間で広範囲の肌面に同時に異なる温度の熱刺激を与えることができる。また
、両ヘッド２０・３０を肌面に接触させた状態で、任意の方向へスライド移動させること
により、順次冷熱刺激と温熱刺激を連続して交互に与えることができ、簡便に広範囲の肌
面に対して冷温の熱刺激を簡便に与えることができる。さらに、１方向に連続して肌処理
ヘッド２をスライド移動させる場合には、肌処理ヘッド２が移動する方向の肌面に、第２
熱供給体２０、第１熱供給体３０、第２熱供給体２０を、交互に接触させて熱刺激を与え
ることができる利点もある。
【００６７】
　また、第２伝熱面２３よりカップ内奥側へ凹んだ位置に、第１伝熱面３４を配置すると
、肌処理ヘッド２の肌面に対する押し付け具合を加減することで、肌面に付与される熱刺
激を異ならせることができる。例えば、肌処理ヘッド２を肌面に軽く押し付けた場合には
、第２伝熱面２３だけを肌面に接触させて、一方の熱刺激のみを肌面に与えることができ
る。肌処理ヘッド２をさらに押し付けると、第１伝熱面３４と第２伝熱面２３の両方を肌
面に接触させることができ、冷温の熱刺激を肌面に与えることができる。従って、肌処理
ヘッド２の肌面への押し付け具合の違いによって、冷温いずれか一方の熱刺激または冷温
の両熱刺激を選択して肌面に与えることができる。
【００６８】
（第３実施例）　図１０および図１１に、本発明に係る美容機器の第３実施例を示す。本
実施例では、肌処理ヘッド２に設けた熱電変換素子１５を、その冷熱面１７と温熱面１６
とが左右に指向する状態で配置した点が第２実施例と大きく異なる。他は第２実施例と同
じであるので、同じ部材に同じ符号を付してその説明を省略する。肌処理ヘッド２には、
センターヘッド（第１熱供給体）３０の周囲を囲む状態でラウンドヘッド（第２熱供給体
）２０を配置してある。
【００６９】
　図１０および図１１に示すように、ラウンドヘッド２０が備えるベース壁２１の前面の
左端側には、熱電変換素子１５の冷熱面１７と接触して熱を受取る板状の第２伝熱体２４
が前方に向かって一体に突出形成してあり、第２伝熱体２４の右面には、受熱面２６が形
成してある。これにより、ラウンドヘッド２０は、第２伝熱体２４を介して熱電変換素子
１５の冷熱面１７と接続されている。第２伝熱体２４の受熱面２６に伝導した冷熱面１７
の熱は、ラウンドヘッド２０全体を冷却する。ベース壁２１には、右端側に断熱筒壁４７
が挿通される円状の連通開口２７が開設してあり、第２伝熱体２４のベース壁２１の左右
端には、締結ビス（第２締結体）４４をねじ込むためのねじボス２８・２８がそれぞれ前
方に向かって突設してある。
【００７０】
　センターヘッド３０は、背面視において横長楕円状に形成した伝熱ベース３１と、伝熱
ベース３１の前面右側に突設される連結軸（伝熱軸部）３８とを一体に形成してある。伝
熱ベース３１の後面は、第１伝熱面３４として形成してあり、第１伝熱面３４は、左右方
向の中央位置が後面に向かって膨らむ凸曲面状に形成してある。
【００７１】
　第１伝熱体３７は、受熱プレート（第１受熱部）３９と、受熱プレート３９の後端に一
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体に形成される連結壁６５とでＬ字状に形成してある。連結壁６５の後面には締結ボス３
２が形成してあり、そのリング中央を前後に貫通するように締結穴が形成してある。受熱
プレート３９の左面は、温熱面１６と接触して温熱を受取る受熱面４２となっている。
【００７２】
　センターヘッド３０の連結軸３８には、締結ビス４３をねじ込むためのねじ穴が形成し
てある。連結壁６５に形成した締結ボス３２に、連結軸３８の先端を挿入した状態で、締
結穴を介して締結ビス４３をねじ穴にねじ込むことにより、センターヘッド３０と第１伝
熱体３７とを一体化できる。これにより、センターヘッド３０は、第１伝熱体３７を介し
て熱電変換素子１５の温熱面１６と接続されている。第１伝熱体３７の受熱面４２で受取
った温熱面１６の熱は、センターヘッド３０および第１伝熱体３７の全体を加熱する。
【００７３】
　断熱ホルダー４６は、横臥Ｔ字状に形成してあり、四角枠状に形成された断熱枠４８と
、断熱枠４８の後端と一体に形成される枠ベース６６と、枠ベース６６の左右端に形成さ
れる左右一対の締結座５１・５１とで構成してある。枠ベース６６の後面の中央部には、
断熱筒壁４７が一体に形成してあり、左端には第２伝熱体２４を受け入れる開口６７が前
後に貫通する状態で開設してある。
【００７４】
（第４実施例）　図１２および図１３に、本発明に係る美容機器の第４実施例を示す。本
実施例では、肌処理ヘッド２に温熱生成手段１３および冷熱生成手段１４をそれぞれ設け
た点が第２実施例と大きく異なる。他は第２実施例と同じであるので、同じ部材に同じ符
号を付してその説明を省略する。肌処理ヘッド２には、センターヘッド（第１熱供給体）
３０の周囲を囲む状態でラウンドヘッド（第２熱供給体）２０を配置してある。
【００７５】
　図１２および図１３に示すように、温熱生成手段１３は、ＰＴＣヒーター７０で構成し
てあり、冷熱生成手段１４は、熱電変換素子１５の冷熱面１７で構成してある。熱電変換
素子１５の温熱面１６にはヒートシンク７１が配置してあり、温熱面１６で生成される温
熱は、ヒートシンク７１で放熱するようになっている。
【００７６】
　ラウンドヘッド２０が備えるベース壁２１の右端側には、ベース壁２１から湾曲壁２２
にわたってスリット状の連通開口２７が形成してある。これにより、湾曲壁２２のカップ
開口端に形成される第２伝熱面２３は、不連続な楕円リング状になっている。ベース壁２
１の前面の左端側には、熱電変換素子１５の冷熱面１７と接触して熱を受取る第２伝熱体
２４が一体に突出形成してあり、ラウンドヘッド２０は、第２伝熱体２４を介して熱電変
換素子１５の冷熱面１７と接続されている。第２伝熱体２４の受熱面２６で受取った冷熱
面１７の熱は、ラウンドヘッド２０全体を冷却する。ベース壁２１の中央部には、締結ビ
ス（第２締結体）４４がねじ込まれるねじボス２８が前方に向かって突設してある。
【００７７】
　本実施例においては、センターヘッド３０と第１伝熱体３７を一体に形成した。詳しく
は、背面視において横長楕円状に形成した伝熱ベース３１と、伝熱ベース３１の前面右側
に突設される連結軸（伝熱軸部）３８と、連結軸３８の前端に形成される受熱プレート（
第１受熱部）３９とを一体に形成してある。伝熱ベース３１の後面は、第１伝熱面３４と
して機能しており、第１伝熱面３４は平坦な面で形成してある。受熱プレート３９の前面
は、ＰＴＣヒーター７０と接触して温熱を受取る受熱面４２となっている。ＰＴＣヒータ
ー７０は、受熱プレート３９に取付金具７２と固定ビス７３とで固定してある。
【００７８】
　断熱ホルダー４６は、四角枠状に形成された断熱枠４８と、断熱枠４８の右枠部に形成
されるホルダー腕６９と、ホルダー腕６９の基部に形成される締結座５１とで構成してあ
る。ホルダー腕６９には、スリットを設けて３／４円弧状に形成された断熱筒壁４７が一
体に形成してある。断熱枠４８には、ヒートシンク７１が固定ビス７４で固定してある。
【００７９】
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　一体に形成したセンターヘッド３０および第１伝熱体３７の断熱ホルダー４６への固定
は、まず、ラウンドヘッド２０に断熱ホルダー４６を固定する。こののち、連結軸３８を
ラウンドヘッド２０の連通開口２７に差し込むようにスライドさせながら挿入し、連結軸
３８を断熱筒壁４７部分に配置した状態で、ＰＴＣヒーター７０を固定する取付金具７２
とともに、固定ビス７３で断熱ホルダー４６に固定する。
【００８０】
（第５実施例）　図１４から図１６に、本発明に係る美容機器を目元ケア用の美容機器に
適用した第５実施例を示す。本実施例では、目元ヘッド２を目元に固定した状態で前方が
視認できるように視認窓７６を形成した点と、まぶたと第１伝熱面３４とを離間させるた
めにアジャスト枠７７を設けた点が第１実施例と異なっている。他は第１実施例と同じで
あるので、同じ部材に同じ符号を付してその説明を省略する。
【００８１】
　熱電変換素子１５はドーナツ状に構成してあり、その温熱面１６および冷熱面１７は円
リング状に形成されている。アイカップ（第２熱供給体）２０には、ベース壁２１および
第２伝熱体２４を前後に貫通するカップ開口７８が開設してある。アイプレート（第１熱
供給体）３０には、伝熱ベース３１を前後に貫通するプレート開口７９が開設してあり、
第１伝熱体３７には、受熱プレート３９および受熱座４１を前後に貫通する伝熱体開口８
０が開設してある。これら各開口７８・７９・８０と、ドーナツ状に形成した熱電変換素
子１５とにより、目元ヘッド２には、前後に貫通するヘッド窓８１が形成されている。ま
た、前ハウジング１０ａには、ヘッド窓８１に対応してハウジング窓８２が開設してあり
、これら両窓８１・８２で目元ヘッド２およびハウジング１０を貫通する視認窓７６が形
成されている。
【００８２】
　目元ヘッド２を目元に固定した状態で、まぶたを第１伝熱面３４から離間させるための
アジャスト枠７７が設けてある。アジャスト枠７７は、第２伝熱面２３に対応した楕円枠
状に形成してあり、その前面側には、湾曲壁２２のカップ開口縁に嵌合装着するための嵌
合凹部８３が周回状に凹み形成してある。アジャスト枠７７は、カップ開口縁に嵌合凹部
８３を嵌合させることにより、目元ヘッド２に着脱自在に装着できる。目元ヘッド２にア
ジャスト枠７７を装着することにより、アジャスト枠７７がまぶたの周辺の肌面に接触し
て、まぶたと第１伝熱面３４とが離間した状態で、目元ヘッド２を目元に固定することが
でき、これにより、目を開けて視認窓７６から前方を見ることができる。アジャスト枠７
７は、熱伝導率の高いアルミニウムで形成してあり、装着時に接触する第２伝熱面２３を
介して熱電変換素子１５の冷熱面１７と接続され、冷熱面１７から伝導された冷熱で、ア
ジャスト枠７７を冷却できる。
【００８３】
　本実施例の目元ケア用の美容機器においては、アジャスト枠７７を装着しない状態では
、プレート開口７９の周囲の第１伝熱面３４および第２伝熱面２３で、眼球およびまぶた
の周辺の肌面に異なる温度の熱刺激を与えて、美容効果を発揮することができる。また、
アジャスト枠７７を装着した状態では、まぶたが第１伝熱面３４から離間するので、目を
開けて視認窓７６から前方を見ることができる。これにより、テレビや本等を見ながらま
ぶたの周辺の肌面に冷熱刺激を与えて、美容効果を発揮することができる。
【００８４】
　上記の第１から第５実施例では、第１伝熱面３４を楕円状に形成したが、円状や多角形
状に形成することができる。第２伝熱面２３は楕円リング状である必要はなく、円形リン
グ状、多角形リング状、あるいは直線と曲線を組み合わせた枠状などに適宜形成すること
ができる。また、第２伝熱面２３は連続した面である必要はなく、断続的に形成して第１
伝熱面３４の周囲を囲むようにしてもよい。
【００８５】
（第６実施例）　図１７から図２０に、本発明に係る美容機器を目元ケア用の美容機器に
適用した第６実施例を示す。図１８において美容機器は、両目元部を覆うように形成され
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る本体部１０１と、本体部１０１に固定される目元ヘッド（肌処理ヘッド）１０２と、本
体部１０１を頭部に固定する固定バンド１０３と、本体部１０１とは別体に構成されて、
後述する温熱生成手段１１３および冷熱生成手段１１４に駆動電流を供給し制御するコン
トローラ１０４などで構成する。コントローラ１０４は、電源となる電池１０５と、温熱
生成手段１１３および冷熱生成手段１１４に供給される駆動電流を生成し制御する制御基
板（制御手段）１０６と、制御基板１０６の動作を切換えるスイッチ１０７などを備えて
いる。
【００８６】
　図１８および図１９に示すように、本体部１０１は、左右に長い長円状のハウジング１
１０で構成されており、ハウジング１１０には、前後に貫通する左右一対のハウジング窓
１１２が形成してある。本体部１０１は、ハウジング１１０の外側に連結した左右一対の
固定バンド１０３・１０３で頭部に装着できるようになっており、後頭部側で一方の固定
バンド１０３に縫着した雌側の面ファスナーに、他方の固定バンド１０３に縫着した雄側
の面ファスナーを固定して頭部に装着することができる。
【００８７】
　図１９および図２０に示すように、目元ヘッド１０２は、温熱生成手段１１３および冷
熱生成手段１１４と、温熱生成手段１１３または冷熱生成手段１１４で生成された熱を肌
面に伝導する内リング体（第１熱供給体）１３０と、冷熱生成手段１１４または温熱生成
手段１１３で生成された熱を肌面に伝導する外リング体（第２熱供給体）１２０とを含ん
で構成してある。外リング体１２０および内リング体１３０は、ハウジング１１０の左右
に１対ずつ設けてある。
【００８８】
　図２０に示すように、内リング体１３０および外リング体１２０は、正面視において卵
型の環状に形成してあり、それぞれに前後に貫通する窓１１８・１１９が形成してある。
内リング体１３０と外リング体１２０とは径の異なる相似形状に形成してあり、両リング
体１３０・１２０は同心状に配置してある。両リング体１３０・１２０は、外リング体１
２０の窓１１９の内方空間に、内リング体１３０が隙間を介して対向する状態で配置して
ある。これにより、外リング体１２０は内リング体１３０の周囲を囲む状態で配置されて
いる。このように、両リング体１３０・１２０を同心状に配置すると、まぶたの周囲の肌
面に対して同心状に異なる熱刺激を与えることができる。
【００８９】
　内リング体１３０と外リング体１２０との隙間には、両リング体１３０・１２０間の熱
移動を阻止する断熱枠体（スペーサー）１４６が配置してある。断熱枠体１４６は、両リ
ング体１３０・１２０を保持する保持体を兼ねている。内リング体１３０の後端面には第
１伝熱面１３４が設けてあり、外リング体１２０の後端面には第２伝熱面１２３が設けて
ある。両伝熱面１３４・１２３は、それぞれ卵型の楕円リング状に形成してあり、断熱枠
体１４６の後端面と、第１および第２の伝熱面１３４・１２３は、面一状に形成してある
。
【００９０】
　温熱生成手段１１３および冷熱生成手段１１４は１個の熱電変換素子１１５で構成して
あり、その温熱を生成する温熱面１１６と、冷熱を生成する冷熱面１１７とが、それぞれ
温熱生成手段１１３および冷熱生成手段１１４として機能する。目元ヘッド１０２には、
２個の熱電変換素子１１５が設けてあり、各熱電変換素子１１５が上下に並ぶように配置
してある。なお、図１７および図１９では、構成を理解しやすくするために、各熱電変換
素子１１５が前後に位置をずらした状態で記載してある。熱電変換素子１１５は、各面１
１６・１１７が左右に指向する状態で配置してあり、制御基板１０６で熱電変換素子１１
５に順方向の駆動電流を供給したとき、一方の熱電変換素子１１５の右面側が温熱を生成
する温熱面１１６の場合には、他方の熱電変換素子１１５の右面側が冷熱を生成する冷熱
面１１７になるように、各熱電変換素子１１５の向きを逆に配置してある。本実施例では
、上側の熱電変換素子１１５の右面および下側の熱電変換素子１１５の左面が冷熱面１１
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７となるように配置した。熱電変換素子１１５の接続リードは、ハウジング１１０に設け
た入力端子１５７（図１８参照）に接続してあり、入力端子１５７に給電リード１５８の
先端のプラグ１５９を差し込むことで、コントローラ１０４から熱電変換素子１１５に駆
動電流を供給することができる。
【００９１】
　上記のように、温熱生成手段１１３および冷熱生成手段１１４を１個の熱電変換素子１
１５で構成すると、温熱生成手段１１３と冷熱生成手段１１４を個別に設ける場合に比べ
て、熱生成構造を簡素化して美容機器の製造に要するコストを削減できる。また、熱電変
換素子１１５で生成される温熱と冷熱の双方を利用するので、熱電変換素子１１５で生成
した温熱と冷熱を無駄なく有効に活用できる。
【００９２】
　外リング体１２０は、冷熱面１１７で生成された熱を伝導するＬ字状の第２伝熱体１２
４を一体に備えている。第２伝熱体１２４の一端には、冷熱面１１７と接触して冷熱を受
取る受熱面１２６が形成してあり、冷熱面１１７と受熱面１２６とは、シリコーンゴム製
の伝熱シートを介して密着させて、熱の伝導効率を向上させている。このように、外リン
グ体１２０は、第２伝熱体１２４を介して熱電変換素子１１５の冷熱面１１７と接続され
ているので、冷熱面１１７から伝導された冷熱で、外リング体１２０の全体を冷却できる
。
【００９３】
　同様に、内リング体１３０は、温熱面１１６で生成された熱を伝導するＬ字状の第１伝
熱体１３７を一体に備えている。第１伝熱体１３７の一端には、温熱面１１６と接触して
温熱を受取る受熱面１４２が形成してあり、温熱面１１６と受熱面１４２とは、シリコー
ンゴム製の伝熱シートを介して密着させて、熱の伝導効率を向上させている。このように
、内リング体１３０は、第１伝熱体１３７を介して熱電変換素子１１５の温熱面１１６と
接続されているので、温熱面１１６から伝導された温熱で、内リング体１３０の全体を加
熱できる。
【００９４】
　外リング体１３０、および内リング体１２０は、アルミニウム、真鍮、銅などの熱伝導
率の高い金属材料を素材として形成することができる。本実施例では、アルミニウムを素
材としたダイキャスト成形品に切削加工を施して、先の各部材１２０・１３０を形成した
。熱伝導率の高いアルミニウムを素材として外リング体１３０、および内リング体１２０
を形成するので、それぞれの全体に素早く熱を伝導して、より短い時間で所定の温度に冷
却および加熱することができる。
【００９５】
　目元ヘッド１０２に設けられる左右１対の外リング体１２０、内リング体１３０、およ
び断熱枠体１４６は、同一部材で構成してある。目元ヘッド１０２は、断熱枠体１４６に
設けた図示しない固定部がハウジング１１０に図示しない締結ビスで締結されて、ハウジ
ング１１０と一体に固定される。目元ヘッド１０２をハウジング１１０に固定した状態で
は、ハウジング１１０に形成した左右一対のハウジング窓１１２と、各内リング体１３０
の窓１１８とが対向している。これにより、目元ヘッド２を目元に装着した状態において
は、窓１１８・１１９を介してハウジング窓１１２から前方を視認することができる。
【００９６】
　ここで、目元ケア用の美容機器の使用方法を説明する。まず、外リング体１３０および
内リング体１２０を目元に装着する。詳しくは、左右の第１伝熱面１３４および第２伝熱
面１２３が、まぶたの周辺の肌面に接触するように本体部１０１を目元にあてがい、左右
の固定バンド１０３・１０３を後頭部側で重ねて、面ファスナーで固定する。コントロー
ラ１０４のスイッチ１０７を押下すると、制御基板１０６が各熱電変換素子１１５に順方
向の駆動電流を供給し、各温熱面１１６および冷熱面１１７で温熱と冷熱が生成される。
温熱面１１６で生成された温熱は、第１伝熱体１３７を介して内リング体１３０に伝導さ
れ、その第１伝熱面１３４で接触する肌面に温熱刺激を与える。また、冷熱面１１７で生
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成された冷熱は、第２伝熱体１２４を介して外リング体１２０に伝導され、その第２伝熱
面１２３で接触する肌面に冷熱刺激を与える。これにより、まぶたの周辺の肌面に異なる
温度の熱刺激を与えて、美容効果を発揮することができる。このとき、窓１１８・１１９
を介してハウジング窓１１２から前方を視認できるので、テレビや本をみながら肌面に熱
刺激を与えることができる。制御基板１０６が供給する駆動電流は、予め設定された時間
が経過し、あるいは再度スイッチ１０７を押下することで停止し、これにより熱刺激の付
与が終了する。
【００９７】
　上記の第６実施例においても、制御基板１０６で熱電変換素子１１５に供給する駆動電
流の極性を、所定時間ごとに反転して交互に供給することができる。このように、所定時
間ごとに駆動電流の極性を反転させることで、目元ヘッド２を目元部分に装着した状態の
ままで、まぶたの周辺の肌面に冷熱刺激と温熱刺激を交互に与えて、美容効果を発揮する
ことができる。
【００９８】
（第７実施例）　図２１に、本発明に係る美容機器の第７実施例を示す。本実施例では、
ハウジング１１０の左右に第１熱供給体１３０と第２熱供給体１２０を各１個ずつ設けた
点と、熱電変換素子を１個とした点と、熱電変換素子１１５に供給される駆動電流の極性
を、所定時間ごとに反転する点が第６実施例と異なる。他は第６実施例と同じであるので
、同じ部材に同じ符号を付してその説明を省略する。
【００９９】
　ハウジング１１０には、右目用リング体（第１熱供給体）１３０と、左目用リング体（
第２熱供給体）１２０とが固定してある。熱電変換素子１１５は、温熱面１１６と冷熱面
１１７とが左右に指向する状態で配置してあり、制御基板１０６で熱電変換素子１１５に
順方向の駆動電流を供給したとき、熱電変換素子１１５の右面側が温熱を生成する温熱面
１１６として機能させ、左面側が冷熱を生成する冷熱面１１７として機能させることがで
きる。
【０１００】
　左目用リング体１２０の第２伝熱体１２４の受熱面１２６は、シリコーンゴム製の伝熱
シートを介して冷熱面１１７と接続してあり、冷熱面１１７から伝導された冷熱で、左目
用リング体１２０の全体を冷却できる。また、右目用リング体１３０の第１伝熱体１３７
の受熱面１４２は、シリコーンゴム製の伝熱シートを介して温熱面１１６と接続してあり
、温熱面１１６から伝導された温熱で、右目用リング体１３０の全体を加熱できる。これ
により、左のまぶたの周辺の肌面に冷熱刺激を与え、右のまぶたの周辺の肌面に温熱刺激
を与えて、美容効果を発揮することができる。このとき、窓１１８・１１９を介してハウ
ジング窓１１２から前方を視認できるので、テレビや本をみながら肌面に熱刺激を与える
ことができる。
【０１０１】
　制御基板１０６は、熱電変換素子１１５に供給する駆動電流の極性を所定時間ごとに反
転して交互に供給するようになっている。このように、所定時間ごとに駆動電流の極性を
反転させることで、右目用リング体１３０と、左目用リング体１２０による熱刺激態様を
、温熱刺激態様と冷熱刺激態様とに交互に切換えるようにすることができる。従って、美
容機器の構成を簡素化しながら、まぶた周囲の肌面に異なる温度刺激を交互に与えて、美
容効果を発揮することができる。また、窓１１８・１１９を介してハウジング窓１１２か
ら前方を視認できるので、テレビや本をみながら肌面に熱刺激を与えることができる。
【０１０２】
　第６および第７実施例では、第１伝熱面１３４および第２伝熱面１２３を楕円リング状
に形成したが、円形リング状、多角形リング状、あるいは直線と曲線を組み合わせた枠状
などに適宜形成することができる。また、第１伝熱面１３４および第２伝熱面１２３は連
続した面である必要はなく、断続的に形成してもよい。
【０１０３】
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　上記の窓１１８・１１９を備えた目元ケア用の美容機器は、以下の形態で実施すること
ができる。
　肌処理ヘッド１０２は、温熱生成手段１１３および冷熱生成手段１１４と、温熱生成手
段１１３または冷熱生成手段１１４で生成された熱を肌面に伝導する第１熱供給体１３０
と、冷熱生成手段１１４または温熱生成手段１１３で生成された熱を肌面に伝導する第２
熱供給体１２０とを含み、
　第１熱供給体１３０および第２熱供給体１２０のそれぞれには、前後に貫通する窓１１
８・１１９が形成されており、
　第１熱供給体１３０および第２熱供給体１２０を目元に装着して肌面に熱を伝導する状
態において、第１熱供給体１３０および第２熱供給体１２０の窓１１８・１１９を介して
前方が視認可能に構成してある目元ケア用の美容機器。
【０１０４】
　第１熱供給体１３０および第２熱供給体１２０はそれぞれ環状に形成されて、前後に貫
通する窓１１８・１１９が形成されており、
　第１熱供給体１３０と第２熱供給体１２０とが同心状に配設してある。
【０１０５】
　温熱生成手段１１３および冷熱生成手段１１４が１個の熱電変換素子１１５で構成され
ており、
　左右いずれか一方の目元に第１熱供給体１３０が装着され、残る他方の目元に第２熱供
給体１２０が装着されるようになっており、
　熱電変換素子１１５は、制御手段１０６で作動状態が制御されるようになっており、
　熱電変換素子１１５に供給される駆動電流の極性を、制御手段１０６で所定時間ごとに
反転して、第１熱供給体１３０および第２熱供給体１２０による熱刺激態様を、温熱刺激
態様と冷熱刺激態様とに交互に切換えるように構成してある。
【０１０６】
　上記の各実施例では、冷温の熱刺激は温度差があればよく、例えば冷熱刺激側を３５℃
に設定し、温熱刺激側を４５℃に設定してもよい。この場合には両熱刺激は共に肌面を加
熱する。第１熱供給体３０・１３０、第２熱供給体２０・１２０、および第１伝熱体３７
などは、アルミニウムで形成したが、真鍮、銅などで形成できる。この場合には、ダイキ
ャスト品に切削加工を施したのち、その表面にメッキや蒸着などでアルミニウムの金属皮
膜を形成すればよい。
【符号の説明】
【０１０７】
２　肌処理ヘッド（目元ヘッド）
６　制御手段（制御基板）
１３　温熱生成手段
１４　冷熱生成手段
１５　熱電変換素子
１６　温熱面
１７　冷熱面
２０　第２熱供給体（アイカップ・ラウンドヘッド）
２１　ベース壁
２２　湾曲壁
２３　第２伝熱面
２４　第２伝熱体
２７　連通開口
３０　第１熱供給体（アイプレート・センターヘッド）
３４　第１伝熱面
３７　第１伝熱体
３８　伝熱軸部（連結軸）
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３９　第１受熱部（受熱プレート）
４３　第１締結体（締結ビス）
４４　第２締結体（締結ビス）
４６　スペーサー（断熱ホルダー）
４７　断熱筒壁
Ｓ　断熱空間

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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